
琉球大学学術リポジトリ

さび面塗料の防錆効果に関する研究（第１報）大気
暴露３カ月および６カ月の結果

言語: 

出版者: 琉球大学工学部

公開日: 2007-08-16

キーワード (Ja): 

キーワード (En): Outdoor exposure test, Corrosion rate,

Steel plate, On-rust paint, Cross cut test, Adhesion test,

Impact test

作成者: 糸村, 昌祐, 石原, 金盛, 押川, 渡, Itomura,

Shosuke, Ishihara, Kinsei, Oshikawa, Wataru

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/1389URL



琉球大学工学部紀要第39.号．1990年 3９

さびiii塗料の防錆効果に関する研究（第１報）

大気暴露３カ月および６カ月の結果

糸村昌祐．朽原金盛．、ド'１川渡…

Corro5ior1ResistancoofS(〕moProtocLivcPaints

CoatedonRustySLccl（lstReport）

ResultsofLhreeandsixmonLhoxposure

Shosuke［1､()》化I(八．KinseilSⅡIⅢ1八ＩｉＡ､.andWataruOHⅡⅡ《八Ｗ八…

Abstract

Fivccorrosionprotoctｉｖ〔9pain蛤，includingthreeusedaso【l-rust（Ｉ｢10s,

wcrotested「orthoiranticorrosivce｢｢ectsnLtheoutdoorexposure

testyａｒｄｏ「UniversityofLheRyukylls,beginningonSeptcmb⑥ｒ1,
1988．First，cleanJISSS41mildsteelpllxLosoＩｌ５ｘｌ５ｃｍｘ３､2,,,,Ieach

woroG9xposodoutd《)orror3months,thcnthcywo｢０romovedofthe

resultingrustbymeanｓ（)「ａwirebrusllLoretainslightrusL．Ｔhese

specimenstogetherwithnewplatespecimenswhichwerecleanedby

gritblastingtoretainnorust，werecoatedwitllthesameprotective

paints､Inaddition1threekindsofuncoatedsteelsheeLs（JISSS4lmild
steeLJISSPCDcoldrolledcarbonsteelandJISSPA-Hweathering

steel)，ａｎｄｔｗｏｋｉｎｄｓｏｆｚｍｃｃｏａｔｅｄｓｔｅｅｌｐｌａｔｅｓ（JISSGCChotdip

zinccoatedsteelandzinchotdipgalvanizedmildsteel）werousedas

Lhespecimenstoobtainthoatmosphericcorrosiondata・Theresults
obtainedbythisoutdoorexposu｢ｅｔｅｓｔａｒｅａｓｆｏｌｌｏｗｓ、
１）AfLer6monthoxposure，ｔｈｅｔｈ｢eekindsofuncoatedsteelsheets

showedequalcorrosionratesofaboutlO1H9／d㎡／day・Theircorroded
conditionswerealsoequaltoBachother、Thetwokindsofzinccoated
steelplatoswereincreasedinweightslightlyduetooxidationofzinc、
２）Boththespecimenscoatedwithpr〔)tectivepaintsontheirsurfaces
wiｔｈｓ]ightrustandwithnorustIrGspectively，ｓｈｏｗｅｄｎｏｆａｕｌｔａｎｄ
ｎｏｄｉ｢『e｢enccintheirappearancc．Ａ]lpaintscoatedonLhosurraces
withｎｏ「ustshowedgoodadhesiv⑧ｓｔ｢ength1i2ndonGon-rusLpaints
showedpooradhesivestrength
３）Ｔｈｅｒｅｓｕｌｔｓｏｆｃｒｏｓｓｃｕｔｔｏｓｔｗｅｒｅｎｃａｒｌｙｔｈｅｓａｍｏａｓｔｈｏｓｅｏｆｐｕｌｌ
ｏｆｆtest，exceptwhentheovercoatabilitybetweentheundercoatand
thetopcoatwaspoor，

４）TheimpactstrengthofthBcoatedpaintsintheinitialstagewas
poorerthanthatafterexposure、Thelongertheexposureperiodothｅ
ｍｏｒｅｉｍｐｒovedthisstrength．

、受付：1989年10月31日

・エネルギー機械工学科，Dept．ｏ「Energy＆MechanicalEng．

.､沖縄県工業試験場，IndustrialResearchlnstituteo「OkinawaPrerecture

…大学院工学研究科機械工学専攻ⅢGraduatestudent，MechanicalEng．



さび面塗料の防鋼効果に関する研究（第１報）
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大気lii:露３カ月および６カ月の結果4０

KeyWords;Outd｢)orexposuretesL1Corr()sionraLe，SLoclplate，Ｏ｢l-rust
lDaint，Ｃ｢()sscutteHL，AdhGsionLesL，ＩｍｐａｃｔｔｅｓＬ

日本鋼概適協会では，早くからさび面塗料の実用化

のNII題点が検討され！今日までに５つの小委員会報鰭

が公表されている`)竜１．この間，多くの企業からさび

in瀧料が発売され．その防食効果についてもいくつか

の報《'１，川'がみられるが，未だ新板に溌装した場合と

liil様の防食効果を示すさびIIIi鞭料は．ＭＭ発されていな

いようである仲

jlK1U}9光は．jllM化ビニリデン糸共rli合樹脂をベースと

し．従来の縦料に比べ酸性lqm樹いさびＩＨＩ塗料"を念

む飲柧湖1の鉄鋼111防6W瀧料の防鏑効果を検討すること

を|j的として夷施した。このため，わが国でｌＩｌｔ…のilli

熱{＃地域に脳し，筒塩轡地域とされている沖縄県で暴

露試験を行い棚々の塗膜性能を調べることにした。

今ljilは第１報として３カ月および６カ月暴露した結果

を報告する。

1．まえがき

５()O()年金の慨から使川されてきたといわれる鉄は，

lIili薄憾小が111撰祝されている近H1iの'１，覚ましい技術餓

新の''１にあ可ても‘はお，その擬秀な機械的性圃．MH

縦的に没疋しﾛﾋﾞﾋiMliであるほどのﾎﾟﾘ点によ-〕て，金脳

材*;|のうち職もﾉ12雌蝋，Mjllj轍｡〕夢いも`)であること

は周知｡)とおりである`，

.Ｍの文lUlLﾉ))〈暇あるい(;１Ｍ|;ﾊﾄﾞﾉ１Ｗ{誰．鉄の21i峨峨

または，#|』会樹氷としての峡｡》鶴欄峨で戎わすl馴合か

ある『,後什のLM合，鮒久ﾔ'1をＩｉ１Ｉ:さt1･為ことが僻欄撤

をiWllI1することにほる．それゆえ．鋏Ｉｌｌｌｌ１ＩｉＩ１を瞳ｉＭＩＩＩｉ

ｌｌｊするために．防６W防食に多額の保守櫛fIi1背をあてて

いるのが現状である。

l977flArl本防鋼技術協会・腐食防食協会が共同で報

告した．わが国における腐食禍失i１M通''によれば．腐

食対箪費の62.5％は嬢装によるものである。これは表

iii繊裟が，金属の腐食原因である水分と酸索とを遮断

するのに簡便であり，施]二上の制約が少なく，初期投

資額が他の防鋼防食法に比べて低い場合が多いことな

どによるものであるく，しかし，醗装によって捷全に水

分や酸素を遮断することは難しいので．腐食は避けら

れない。それゆえ，腐食された状況に応じて蕊り直し

を行っているのが現状である。

防食嬢膜の性能およびその耐久性を発jjMさせるため

に最も１１１[嬰なことは．１地処iH11であり、１－分にさび落

としを行うことであるいI糊における瀧装であればプ

ラストや酸洗いtよどのinilqifKさび落としが'U能である

が，これらの処IM1が行えないjbM合あ豹いは蛾I1llIiしな

どにおいては，さびの残「'している災iHi（以1<さびｉｉｉ

と略記する〉に嬢装を行う増合か多い。この燭合には

次善の策として．できるだけさび面に適性を有する墜

料を選び．適切な施工法を採用しなければならない。

さびた鋼材の表面に対して，高度なさび落としを行な

わずに塗装可能で，さびと反応して付着性や防食性の

優れた皮膜を生成し,以後の腐食を抑制するような性

質を持たせた塗料を｡さび面塗料と称している。

2.研究計画

２．１暴露試験片設置場所

琉球大学工学部暴露試験場，郊外。海岸からの距離

東2.5km，北西4.31un．設置状況を図１に示す。

図１暴醗試験片設置状況
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２．２試験期間

1988年より５年間の暴露試験を行う。そのため表１

のように試験期間を設定し５年分の繩釘十を蕊翻した。

２．３賦験片の種類

以下に示すように．金属素材,新板塗装試験片．さ

び而鞭澱拭願片および部分塗残し試験片の４i､類の試

戦片をWilした。

表１騒露試験片の取り外し時期

片との比較検討用として・表２に示す５種類の試験片

を金風紫材試験片として暴餓した。

２．３．１金属素材

素材自体のiil食性および新板とさび価への蟻装試験

表２金属素材試験片

め，SS41a2mm厚の平板をプラスト処理して実験す

ることとした。

(2)試験片寸法

ＪＩＳＺＯ３０４「さび止め処理金属の大気暴露試験方

法｣に紀紋されている試験片の大きさは，般小.寸法l00

x50mmとし１－辺の長さは原ＮＩＩとして50mmの整数倍と

なっている。羅露試験においては試験片の劣化に対し

て，エッジの影響が大きく，エッジから３cm以内は試

験をしないという考え方もあるIのことを考慮すると，

なるべく大きい方が良い。その他，暴露台の大きさ，

台数，暴露枚数および試験項目を考慰して，150×150

mmとした。

(3)試験片厚さ

前述したようにSS41を試験片とする墹合，熱間圧

２．３．２新板(SS41ブラスト鋼板)塗装試験片

（１）試験片材質

新規に開発され市販されている塩化ピニリデン系防

錆剤は防鋪用下塗剤として，大型鋼製遺物から家庭用

各柵小物類に至るまで適用可能とされている，)。小物

類を対象として考えれば冷間圧延薄鋼板で実験をすれ

ばよく，試験片重量や準備の面からも容易である。し

かし大型鋼柵造物は一般に熱間圧延鋼板が使用されて

いること，薄鋼板はプラストをかけないので無機ジン

ク系の塗料の．のりが悪いこと，一部塗残し試験片の

露出部が長期間の暴露によって著しく損耗するおそれ

があることなどを勘案すると，溶接櫛造用圧延鋼材

ＪＩＳＧ３１０６ＳＭ４１厚板を使用することが望ましい。

しかし，ＳＭ４１の3.2,,厚鋼板の入手が困難であったた

蕊露期間

0カ月

３カ月

６カ月

１ｉ１ｺ

2年

３年

４年

5年

時期 酎候性鋼板

1988年９月１日’１９８８年１１月１日

2'１１日

５月１１１

llHlH

11>]ｌｐ

１１ｎｌＲ

１１１１１上Ｉ

ｌｌｊ１ＩＥＩ

名称 板厚 ＪＩＳ番号記号 記号

一般概造用圧延鋼材 3-2ｍｍ Ｏ３１０１ＳＳ４１ Ｗ

冷間圧延鋼板 ２ 0ｍｍ Ｇ３１４１ＳＰＣＤ－ＳＤ Ｘ

亜鉛鉄板 0 6ｍｍ Ｇ３３０２ＳＧＣＣ Ｙ

SS41に溶触亜鉛めっきを施したもの ３ 2ｍｍ Ｈ8011参考便宜的にG-SS41と表示する Ｚ

耐候性鋼板 ３ 0ｍｍ Ｇ３１２５ＳＰＡ－Ｈ Ｕ
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廷鋼板としての最[小厚さ32m釦を用いれば，さび面塗

装実験のためのプラストも可能であり，長期間暴露実

験において局部腐食により孔があくことも避けられる。
(4)下塗回数

限られた試験期間中に．溌料の種類によって防錆効

巣の優劣に有.意差が出るようにするためには，下塗り

は一層とした方がよい。しかし１本実験は下塗り防鏑

剤の防錆効果でけではなく，上塗り塗装系との適合性

も評価できるような実用試験を來眼としているため，

下塗り回数は実際に現場塗装で行われている[引数と|剛
様２回とした。

表３新板（SS41プラスト処理鋼板）への防錆処理試験片

さびiii蟻料Ａ：水性エマルジョン（ベース樹脂：塩化ビニリデン系）
さびiii塗料Ｂ：油性顔料プライマー

さびiHi醗料Ｃ：水性エマルジョン（ベース樹脂：エポキシ系）

以上述べた観点から表３に示す塗装系を選定した。３

種類のさび面塗料は，それぞれ以下のとおりである。

さび面塗料Ａ：塩化ピニリデン系水性エマルジョン型
プライマー

さび面塗料Ｂ：さび転換型油性顔料ブライマー

さび面塗料Ｃ：エポキシ系エマルジョン型プライマー

る。このため種々のさび面用防鋪剤が開発され，その

中の多くが市販されている。これらの防錆用下塗り塗

料は，従来からの下地処理のわずらわしさを少しでも

軽減でき，しかもブラスト処理面に塗装した場合と同

等の効果をねらっている。すなわち，さび面塗料の製

品カタログによれば，いずれの塗装仕様も再塗装の場
合，特にプラスト処理をせずに，２種または３種ケレ

ンで十分としている。現実に大型鋼製造物を再塗装す

る場合，すべての再塗装面をプラスト処理直後に塗装
することは難しく，初めにプラス卜した面は，塗装時
には軽くさびが発生している場合がある。これらのこ

とを考慮してさび面塗装試験片の作製条件を以下のよ
うにした。

２．３，３さび面塗装試験片

防食塗膜の性能と耐久性を発揮させるためには，下

地処理が重要であり十分にさび落としを行う必要があ

る。再塗装の場合にはとりわけさび落としが重要と

なる。しかしながら再塗装の大部分は現場で行われる

ものであり．高度なさび落としは難しいのが実状であ

表４さび残存面塗装試験片

下塗り塗装
￣￣￣－－－＝￣■---

さび面塗料Ａ
￣－－－－－U－Ｌ－－｡↑-－-－－

さび面塗料１１

さび面鹸 科Ｃ
ロー￣◆￣●￣■￣ひ■￣￣￣－－－■午一▲

一般標醜餓装

－－－

フ

エリチンッグプライマー

上塗り塗装系（約130匹、）

崎Ｉ

｜
玉
一
一
．
丹

ｒ
レ
ー
ト
ー
ト
Ｌ
釦

．…￣￣￣~－－－－７－－－－－一一一一一一一一Ｔ一一一一一‐------…－－－

二rlrJlWJごL■
２臓十曇iiIl性フタル酸２１衝Ｄ１

下塗り塗装
上塗り蟻蕊系〔約l3Oum）

フクル酸系 塩化ゴム系 エポキシ系
さび－面塗料Ａ Ａ６ Ａ７ Ａ８
さび面塗科Ｂ Ｂ６ Ｂ７ Ｂ８
さび面塗粥 Ｃ Ｃ６ Ｃ７ Ｃ８

比較試料
llHl唾さび止め＋ブウル醗巫ｐ，

悪イ露ソングリツチ＋塩化ゴム系Ｆ１
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プラスト処離した３ｓ413.2mm厚新板を無塗装・表

面脱脂状態（パークロルエチレン液へ２回漫溌）で３

カ月間屋外暴露し，発生させたさびをワイヤープラシ

にて光沢度10程度までさびを除去した。この上に表４

に示す塗装を行った。検討主眼はさび面と防錆用下塗

り剤との密着性であるので，上塗り塗装系は表３に示

す中から３種類だけを選定した。さび面の防鋼塗料に

は新板への塗装の場合と異なり，油性さび止めおよび

ジンクリッチペイントの効果が大きいといわれている

ので，これらの２種類も比較試験として加えた。

２．３，４部分塗残し塗装（さび侵入度測定試験）

プラスト処理したSS413.21mm厚新板の下部301,mの

部分を無塗装とした。無塗装部分に発生したさびが，

防錆剤塗装面に侵入すると塗装面にふくれが生じる。

この実験では同一試料の塗装面のふくれを測定し，塗

膜下さび侵入度を見るため．サンプリング時期ごとの

試験片抜取りは行わないことにした。試験片の塗装系

を表５に示す。

表５部分塗残し試験片

２．３．６試験片の数通

試験片の繰り返し数：２枚

部分塗残し試験片：３枚（連続観察のため）

初期値用８２枚

表６に試験片の数鎚を示す。

２．３．５試験片裏面処理

暴露期間中の裏面からの影響を除くため，塗装試験

片はすべて，試験面と同一の防錆処理を璽而全面に施

す。

表６試験片数量

取り付け角度は25度とした。ポリカーボネート製暴露
試験片止め具（角型M6nMnSUS304ポルトナット：日

本テストパネルエ業株式会社製）および－部塩化ピニ
ルパイプを切断して作った止め具を用いて，試験片の

四隅を固定した。

２．４試験項目および試験方法

２．４．１暴露試験台および試験片取付け方法

ＪＩＳＺ２３８１「野外暴露試験方法通則」に準拠した

暴露試験台を亜鉛めっきアングル鋼材で６台製作し，

既設の１台とともに合計７台の暴露試験台を用いた。

試験片取付け面はアルミアングル材で別に製作した。

種類 基準枚数 暴露枚数（７期間） 初期値 計

金属素材 ４種ｘ２＝８枚 (８枚×７）５６枚 8枚 64枚

新板防錆処理 １６種Ｘ２＝３２枚 (32枚×７）224枚 32枚 256枚

さび残存面塗装 １１種×２＝２２枚 (22枚×７）154枚 22枚 176枚

部分塗残し塗装 １２種Ｘ３＝３６枚 (連続観察）３６枚 24枚 60枚

計470枚 86枚 556枚

下塗り塗装
上塗り塗装系（約130“、）

フクル酸系 塩化ゴム系 エポキシ系

さび面塗科Ａ Ａ９ Ａ1０ Ａ1１

さび面塗科Ｂ Ｂ９ Ｂ1０ Ｂ1１

さび面塗科Ｃ Ｃ９ Ｃ1０ Ｃ1１

一般標準塗装 エッチングプライマー＋１層鉛系さび止め２厨十フタル酸２層、２

油性さび止め＋プタル酸系Ｈ２

無機ジンクリヅチ＋塩化ゴム系Ｆ２
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表７試験項目

表８碁盤目試験の目視による評価点数２．４．２素材試験片および塗装試験片の

試験項目

表７に試験項目を示す。内容は以下のとおりである。

(1)外観：目視観察主体。蟻装試験片については，

銅澳のふくれ，割れ．はがれを観察する。

(2)煎鐡ill1I定：」:皿蝋示天秤を用い，l0I1uF職庇のＮｉ

愚変化測定。

(3)腐食迎慶：無襲装鋼板および耐候性鋼板につい

て．市販の除鋼ﾊﾟﾘにより，さびを落とし腐食減量

を求め腐食迎度（唾／100.㎡／day:ｍｄｄと略記）

に換算する。

(4)金属表面に生成したさびの結晶機造のＸ線回折

による同定。

(5)金属素材表面に生成したさび中に含まれる塩分

麓の測定。

(6)光沢度：光沢度計を用いてJISZ8741により，

６０度鏡面光沢度を測定し，試験前後の光沢度の値

から光沢残存率を求める。暴露面の測定は暴露し

たままとし，面の滴掃は行わない。

(7)密着性：碁盤目試験と付着力試験を行う。

碁盤目試験：ＮＴカッターを用いて紫地に連する碁

盤目を，５mm間隔で９個つくり25mm幅のセロテープを

密着させてはがし，はがれた塗腫面の面積によって評

価する。評価の方法はいくつかあるが，本報では表８

の評価点数により評価するM)。

付着力試験：エポキシ系強力接着剤を用いて．塗膜

面に直径40mmの鋼製円柱を密着させ，２４時間後にイン

ストロン型引張試験機で引張試験を行う。

(8)耐衝撃性：先端に直径25.4,mの玉軸受用硬球を

つけた．重さ3009のおもりを，４０cmの高さから

塗膜面に落下させ，おもり先端の衝撃による塗膜

の割れ．はがれの有無を観察する。

（９）さび侵入度：部分塗り残し部に発生したさびが

塗膜下に侵入すると塗膜がふくれる。塗り残し部

と塗膜との境界からの平均侵入長さで表す。

日の１Ｚ仮毎が、ＮＭＩ

Ｊ)－Ｅｌ－歴

３１方形の一Ｆ

血積のｂ九以門

伺尉回報

２．４．３現境因子測定項目

以下の環境因子との相関を検討する。

(1)塩分戯：以下に述べる２方法による塩分魁を測

定する。

（a)ＪＩＳＺ２３８１の参考３，ガーゼ法により楠集し

た梅塩粒子鼠。

（b)土木研究所式塩分補集器と同等の補集器を製

作し,東西南北ごとにそれぞれの方向で補集し

た雨水と，補集面に付着した海塩粒子を洗い落

とした蒸留水とに含まれる塩分を，電気伝導度

測定により等価塩分量として求める。塩分補集

器の外観を図２に示す。

輔;f墨堯=』

外観 麺i鑓測定 光沢 密濁性 耐衝撃性 さび優人度

金属素材

新板防鋼処理

○

○

○

○ ○ ○

さび残存面塗装

部分塗残し塗装

○

○

○ ○

○

８

切煽の交点にわずかなはがれが有って、正
方形の一目一目にはがれがなく、欠損部の
面澗は全正方形面積の５％以内。

６ 切ＩＩ１Ｉの両側と交点とにはがれが有って、欠
損部の面積は全正方形面積の５～15％。

４ 切傷によるはがれの幅が広く、欠損部の面
積は全正方形面積の15～35％。

２ 切傷によるはがｵ、，幅は４点よりも広く、
欠損部の面讃は全正方形面積の35～65％。

０ はがれの面羽ilは、全正方形面111の65％以上
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水蒸気の結露水や夜間の結露水は,翌日の太陽光によっ

て乾く場合‘裏面の方が表面よりも乾きにくいことな

どを考慮すると，いわゆるぬれ時間は裏面が長いと考

えられる.試験片の設置角度が水平に対し25度となっ

ているため，雨水や結露水が下方にたまりやすく，試

験片下部には表・裏どちらも，黄色味の強いさびが帯

状にできていた。

６カ月暴露の両種試験片とも，３カ月暴露につづき

全面赤さびの状態である。試験片表面は赤茶色の比較

的ち密なさびであり，試験片下部には６～７m111幅で帯

状の黄茶色さびがある。さび面には目立った凹凸は見

られないが，試験片全面に細かい浮きさびが現れてい

る。試験片裏面は一見して，表面とは違ったさびの色

形態をしている。すなわち，試験片の周辺部より中央

に近づくにつれて，黒褐色部が多くなり，腐食の進行

度が大きい様子を呈している。また試験片下部にはさ

び汁の跡がみられる。SS41とSPCDを比較すると，

表面部ではその差はほとんど認められない狐裏面部

ではSS41の方が黒褐色さびが多くなり，SPC、より

腐食が進行しているようにみられ，設邇直後のにわか

雨にぬれた後の表面状態とは逆になっている。

耐候性鋼板（ＳＰＡ－Ｈ）は，暴露開始時期が他の

金属素材より，２カ月遅れており，暴露時期が同一で

はないが，３カ月暴露と６カ月羅露についての観察結

果を以下に述べる。表面部は，３カ月時はＳＳ４ＬＳＰ

ＣＤとほとんど同じさびの色，形態をなしているが，

６カ月時になると，ＳＰＡ－Ｈの方がやや黒褐色味が

増し，かつさび面が粗くばり，茶色さびと黒褐色さび

が細かく縞伏に入り乱れた状態となり，一見，前二者

よりも腐食度が大きいようにみられる。しかし，後述

する腐食量の測定結果からは，むしろ少なめとなって

いた。裏面部は３カ月時で試験片の上部を除く３つ

の周辺に，幅ｌ～３cmの黒褐色化した部分ができるがｂ

中央部は表面の色，形態と大差がない。６カ月時にな

るとⅡ裏面部の７割以上が表面とは違った色，形態と

なる。すなわち黒褐色部と赤褐色部とが，まだらに混

ざり，表面よりも腐食が進行した様子を呈している。

またさびの粒子がだんだん粗くなっていると観測され

る。耐候性鋼はリンや鋼を添加して，ち密な安定さび

を表面に生成させ，それ以上の腐食を抑制するもので

あるが，６カ月暴露時点ではまだ安定さびはできてい

ない。

亜鉛めっきを施した鋼板（亜鉛鉄板：ＳＧＣＣおよび

図２土木研究所式塩分補築器

(2)いおう酸化物と量

(8)日射鑓

(4)風向：暴露試験場から約50ｍ離れた建物の塔屋

で測定する。

繋露試験場との高低差は約30ｍある。

(5)風速：同上

(6)その他の気象因子は沖縄気象台（那砺市在）の

測定データを利用。

３．３カ月および６カ月暴露試験結果

３．１外観

３．１．１金属素材

一般構造用圧延鋼材（SS41）および冷間圧延鋼材

(SPCD-SD）は，どちらも脱脂状態・無塗装で暴露

しているため，当然のことながらさびが発生しやすい。

暴露台に設置した直後に，にわか雨があり，同日夕刻

には，ＳＰＣＤにはさび発生が一目瞭然であり，冷間圧

延鋼板の腐食が熱間圧延よりも速いように思われた。

しかし，後述する腐食速度からは，この推測の裏付

けは得られなかった。３カ月経過時点では赤茶色のち

密なさび（赤さび）が全面に発生していた。形状は平

坦で凹凸は認められないが，地の赤さびの上にこげ茶

色の直径0.5～１mm程度の粉状のさびが，表面に無数

に付着している状態である。試験片裏面も同様に腐食

しているが，表面よりも少し黒味を帯びた部分が多く，

黄色味を帯びた班点がいくつか見られた。降雨が直接

当たるのは表面であるが，エッジから裏面にも回り込

むこと，暴露台の設置場所が蕊地の上で，地面からの
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３．１．３部分塗残し試験片

部分塗残し試験片は試験片の下部30mmを，プラス卜

したままで塗装をしていない。無塗装部と塗装部の境

界での，下地防錆剤とSS41との密着の良否が，本実

験の結果に大きく影響する。３カ月暴露の時点で．無

塗装部には金属素材の場合と同様の赤さびが発生し

試験片下端には同じく黄色のさびができている。６カ

月繋露の時点では，無塗装部には金属素材の場合と同

様の褐色のさびができ，全試料に浮きさびが現れてい

る。試験片下端には同じく赤褐色味の強いさびができ

ている。色相は金属素材の場合に比べて擬<，しかも

上塗塗装からの影響を受けているように見受けられる｡

すなわち,黒色のエポキシ系塗料から，黒味のものが

流れだし無塗装部のさびの色相を濃くしているようで

ある。ルーペを用いた観察および中指による触覚で，

塗膜端部の反りとふくれの状態を調べた結果を、３カ

月；表９１６カ月：表10にそれぞれ示す。ルーペによ

る斜めからの観察で．大部分の試験片に塗膜と素地の

間の「浮き」が認められた。この「浮き」は指先によ

る触覚では塗膜エッジ部が反り返った感じとなってお

り，塗膜の耐候性や乾燥収縮特性によるものと瀞えら

れる。塗膜下のさび侵入胚を外部から判断するのは．

６カ月後でもやはり難しい。図３に６力皿雛撚鉤部分

塗残し試験片の外観写真例を示す。

ＳS413.2mm厚の板に溶融亜鉛めっきを施したもの：Ｇ－

ＳＳ４１とする）は，設置時には顔がぼんやりと映る程

度に写像性の光沢があり．ＳＧＣＣの方がこの光沢は強

い。３カ月暴露後はどちらのめっき鋼板も光沢が減少

し鈍い灰色の面となっていた。しかしＳＧＣＣの場合，

光を斜めから当てて表面を見ると，光沢が完全に消え

たわけではなく，亜鉛の結晶模様が認められ，鈍い光

沢の残っている部分が10％程度点在していた。６カ月

時ではこの光沢はさらに減少している。G-SS41は，

３カ月時で既に光沢はほとんどないが，６カ月暴露後

も３カ月時と大きな差は認められない。３カ月時で光

沢がなくなった反面，直径0.5mm以下の白味を帯びた

細かい点が，どちらのめっき鋼板にも無数に現れてい

た。６カ月時ではこの白い点の数にかわりはないが，

形が明瞭になり0.5mm程度の大きさのものが増えてい

た。ＳＧＣＣは切断面に防錆処理が施されていないため，

３ヵ月時点で切断面にわずかではあるがさびが発生し

ていたが１６カ月時点でも３カ月時点と変わっていな

い。裏面については．Ｇ－ＳＳ４１は３ヵ月時点で表面

同様光沢が消え１６か月時点では白い点状のさびが明

確になっていた。ＳGCCの裏面は６カ月時点でも，初

期と同様の光沢が大部分残っており，このため表面で

は明確ではなかった白さびが．明確に周辺部に点在し

ているのが認められた。３カ月暴露と６カ月暴露との

差はほとんど無かった。

３．１．２新板塗装試験片およびさび面塗装試験片

３カ月暴露の時点では，新板塗装試験片およびさび

面塗装試験片のどちらにもⅢさび.ふくれ.割れの異

常は認められない。通常この時点で異常が認められる

とすれば，塗料自体あるいは塗装条件等が原因と考え

られる。したがって，３カ月暴露試験片の塗膜面に，

何等の異常も認められなかったので，試験片として問

題がなかったこととなる。さらに全試験片とも実使用

状態を想定して，下塗回数を２回としていることも．

塗膜面の異常が認められないことの要因となっていよ

う。これらの状態は６カ月暴露の時点でも同様であっ
た。

Ａ１ｃ－ｃ

図３部分塗残し試験片外観例（６カ月暴露）

下部３cmの塗残し部が腐食している
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表９部分塗残し試験片の境界部検査結果（３カ月暴麗）

比 Ｄ２：一般標準塗装

較｜目視：１枚左端ふくれ

塗

装

触覚：同上

Ｅ２２油性＋プタル酸

目視：塗膜浮き有り

塗膜下端部処理不十分

触覚：３枚ふくれ

Ｆ２：無機ジンク＋塩化ゴム

目視：１枚塗膜浮き明瞭

触覚：２枚ふくれ

下
地
さ
び
面
塗
料
Ａ

Ａ９

ブタル

目視：塗膜浮き有り

触覚８２枚ふくれ

｣二塗り塗装

塩化ゴム

:塗膜浮き有り

：１枚ふくれ

:塗膜下端にさび色有り

Ａｌｌ

エポキシ

目視：塗膜浮き有り

触覚：１枚ふくれ

境界：境界線が一直線になって

いない

さ
び
面
塗
料
Ｂ

Ｂ９

目視：塗膜浮き有り

触覚：ふくれなし

さび：塗膜下端にさび色有り

Ｂ1０

目視：塗膜浮きなし

触覚：１枚左端1ｃｍ程度の部分

ふくれ

塗膜：１枚塗膜面不良のためさび

発生

さび：塗膜下端にさび色有り

Ｂ1１

目視：塗膜浮き有り

触覚：指では不明瞭

境界：境界線が一直線になって

いない

ふくれではなくエッヂの

めくれのようでもある

さ
び
面
塗
料
ｃ

目視：塗膜浮き有り

下塗りと上塗りの間（？）

触覚：２枚エッヂ部に反り有り

1枚端部切傷

さび：塗膜下端にさび色有り

目視：塗膜浮き有り

下塗りと上塗りの間（？）

触覚：エッヂ部反り

さび：塗膜下端にさび色有り

目視：塗膜浮き有り

触覚：１枚下端１ｍｍ程度全長

ふくれ

境界：境界線が一直線になって

いない



さび面塗料の防錆効果に関する研究（第１報）

大気暴露３カ月および６カ月の結果4８

表１０部分塗残し試験片の境界検査結果（６カ月暴露）

、

ヨ視：塗膜浮き３救

下
地
さ
び
面
塗
料
Ａ

さ
び
面
塗
料
Ｂ

Ａ９

フク

目視：塗膜浮き３枚

触覚：３枚反り

2枚ふくれ

さび：下部薄茶色３枚

Ｂ９

|弓|視：蛎膜浮き少し

触覚：端部反り

ふくれなし

さび：塗膜下端八()とI可程度

薄茶色８ｍｍ幟帯状

の

上塗り塗装

塩化ゴム

塗膜浮き３枚

3枚反り

部分的にふくれ

下部Ａ９より明るい

瀧膜浮き３枚

~庁一

1枚左端ｌｃ【Tl程度の部分

ふくれ

1枚塗膜im不良のため

さび発生

さび:塗膜下端にA10と同程度

ポキシ

目視：塗膜浮き３枚

触覚：３枚反り

1枚左端ふくれ

さび：Ａ系で最も黒い

Ｂ１Ｉ

il視：塗膜派き３枚

触覚：３枚反り

境界：境界線が一直線になって

いない

さび：境界部の浮きさび（粉状）

はAllより多い

さ
び
面
塗
料
Ｃ

Ｃ９

目視：塗膜浮き３枚だが少ない

触覚：３枚反り

ふくれ有り

】枚端部切傷

さび：Ａ９Ｂ９と同様のさび色

ＣｌＯ

目視：塗膜浮き３枚だが少ない

触覚：エッヂ反り３枚

さび：塗膜下端にさび色有り

Ｃ1１

目視：塗膜浮き３枚とも明瞭

触覚：１枚下端１ｍ'､程度が

全長ふくれ

3枚反り明瞭

境界：境界線が一直線になって

いない

さび：AllB11と同様
比
較
塗
装

Ｄ２：一般標準塗装

目視；1枚左端ふくれ

全体に浮き少ない

触覚；ふくれた１枚以外反り少し

Ｅ２：油性十フタル酸

目視：塗膜浮き２枚に部分的に

ある

触覚：３枚反り

ふくれは不明瞭

Ｆ２：無機ジンク＋塩化ゴム

目視８３枚塗膜浮き

1枚は特に明瞭

触覚：３枚反り

ふくれは不明瞭
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のか，あるいは耐候性鋼板の特性かは定かではない。

腐食速度は暴露期間が長くなるにつれて低下するのが

通常であり，本実験においても６カ月が３カ月より低

下している。６カ月までの３鋼種の腐食速度には大差

がみられないが．時間経過によりその差が明らかにな

るものと考えられる。

亜鉛めっき鋼板の重量変化は暴露のままで測定して

いるため．亜鉛の酸化により増加しており，ＳＧＣＣよ

りも亜鉛の目付け殿の多い，G-SS41の方が若干多

くなってる。亜鉛めっき鋼板の場合も，暴露期間が長
くなるにつれてⅢ璽風増加の割合が低下してきておりＩ

これは，亜鉛の腐食生成物脱離によると考えられる。

この点については，さらに長期間の暴露結果によって

判然とするであろう。環境因子との関係については，
１年暴露のデータが得られた時点でまとめたい。

３．２金属素材の３カ月暴露および６カ月暴露に

よる重畳変化

耐候性鋼板を含む５種類の金属紫材の暴鯛後の粛臓

変化を表11および表12に示す。

重鑓変化は,１日・１０Ocniあたり，SSdlで11.6,Ｎ（３

カ月平均）および9.61119（６カ月平均)．ＳＰＣＤで108

mｇ（３カ月平均）および9.9噸(６カ月平均）となって

おり，大きな差はない。外観検査では暴露Wjj9lにおい

ては冷間圧延鋼板の腐食が速いように感じられ，６カ

月暴露の裏面の比較からは，SS41の腐食の方がより

進行しているように感じられたが，重激変化からは３

カ月で，SS41＞SPCD，６カ月でSPCＤ＞SS41とな

り，目視感蝋とは逆になっている。耐候性鋼板の３カ

月後の腐食速度は，Ｍ､33,..でＳＳ４ＬＳＰＣＤの３カ

月値（11～12ｍ｡｡）より大きい値を示しているが．

サンプリング後デシケータ保存中に劣下が進行したも

表１１３カ月蕊鴎した金属素材の重量変化

試験片番 醤|：
(９）

期

量

３カ月暴麟後の重量

(９）

除鏑後暴露まま

重趣

増（＋）減

（９）

表面繭

（全面）

（CUI）

重量変化

（、。。）

SS41Ｗ４
-F｢－－－＿▲Ｃ－－￣~￣￣

SＰＣＤＸ４
－－△●-－－－－句一▽Ｖ■の一一一

SＰＧＣＹ３

Ｙ４

541.35

347.Ｍ

110.56

110.40

536.40

343.32

110.72

110.60

－４．９５

－４．５２

０．１６

＋０．２０

469.2

462.0

4500

〃

-11.6

-10.8

＋0.39

＋049

Ｇ－ＳＳ４１Ｚ３

Ｚ４

579.42

577.82

579.69

57812

＋０．２７

＋030

471.45

ﾊﾞグ

＋０．６３

＋０．７０

SＰＡ－ＩＩＵ３ 538.45 532.28 －６．１７ 468.0 -14.33
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表１２６カ月暴露した金属素材の重量変化

３．３光沢度

新板塗装試験片の60度鏡面光沢度の変化および光沢

残存率についての結果を図４に示す。得られた数値は

期に包装用緩衝材に包まれ，塗膜の表面に緩衝材の痕

跡が付いている物があり，光沢度計での測定において

乱反射し，これを初期値としたため光沢残存率が計算

上100％を超える結果となったものもあった。目視観

察からはいずれの塗装試験片も，設置時の光沢力蒋れ，

３カ月暴露の間に表面に極く薄い汚れの層が形成され

たような感じがした。暴露期間中に表面に付着した塩

分・汚れ等を，試験片表面の右半分について，蒸留水

を含ませた脱脂面で拭き取った部分と拭取らない部分

との光沢の差は‘上塗り塗装系の異なる５種類の試験

片すべてについてⅢ肉眼では差のあること力朝瞭であっ

た。しかし上塗り塗料別光沢残存率を示した図４から

は，エポキシ系とプタル酸系塗料の光沢減少率が大き

く，塩化ゴム系，ウレタン系およびアクリル系塗料の
光沢率は，肉眼で感じるほどには減少していないこと

が分かる。

印
加
、
佃
、
０

１ ミヨ
ノ
ー

雫馴鰯届
醍
掛
伸
餌
堅
調

１２３４５

フル酸塩化ゴムユポキシウレタン７ｸﾘﾙ

上塗塗料による轟猛武験片の楓額

図４上塗り塗料別光沢残存率

２枚の仮について各５点ずつ計10点の平均値である。

初期値は保存用の試験片について測定した値であり，

暴露試験片全てを測定したわけではない。このため，

後述するように光沢残存率が，100％を超えるものが

出てしまった。ＪＩＳＫ５４００「塗料一般試験方法」`)耐

侯試験の操作（５．１）試験開始によれば，試験片は

股柊回の塗り付けが終わってから室内に７～14日置い

た後，試験を開始することとなっている。今回の試験

片の中には，－部塗膜表面が完全に固まっていない時

３．４密矯性

図５～図10にさび面塗料Ａ，ＢおよびＣの別に，付
着力試験結果および碁盤目試験の結果を図示する。
これらの結果を見ると，さび面用塗料として市販さ

れている塗料が，どのような上塗り塗料とも適合する

ものではないことが分かる。もちろんこの結論の前提
には塗装条件が十分満足のいくものであったというこ

試験片番号

初期

童通

(９）

６カ月暴露後の重麓

（９）

除錆後暴露まま

重量

増（＋）減

（９）

表面積

（全面）

（ｃ【ｆ）

重量変化

（、。。）

ＳＳ４１Ｗ５ 536.56 528.38 －８．１８ 469.2 －９．６３

SＰＣＤＸ５ 349.54 341.23 －８．３１ 462.0 -9.94

SＰＧＣＹ５

Ｙ６

109.85

108.21

１１().0１

108.35

＋0.16

＋ｑｌ４

450.0

ﾉリ

＋０．２０

＋0.17

Ｇ－ＳＳ４１Ｚ５

Ｚ６

579.36

581.76

579.62

582.05

＋0.26

＋０．２９

4/7Ｌ4５

’〃

＋０３０

＋0.34

ＳＰＡ－ＨＵ５ 540.61 532.52 －８．０９ 4680 －９．５５



琉球大学工学部紀要第39号，1990年 5１

とを含んでいる。碁盤目試験は塗料自体の硬さと関係

し、塗膜が硬い場合にはカッターナイフで切れ目を入

れる段階で塗膜のはく離が起こることが十分考えられ

る。したがって碁盤目試験結果と付着力との間に，相

関が無い場合があってもおかしくはない。さび面塗料

別に検討した結果を以下に述べる。

1０

Ⅲ
５

塵

Ｌ
○
△
ロ灸篭ｉｉｉ

０
Ｂ１Ｂ２ｍＢ４Ｂ５、１Ｅ１Ｆ１
Ｂ６ＢフＢＧ

上、堕叫による二画拭收片の■、

塗料別碁盤目賦験結果（下塗り塗料：さび面塗

料B）妃号は左から０．３カ月，６カ月の噸

3０

図８酋
凹
餌

堕
娩
塗

仮
面
皎

航
腕
比

Ｗ１ｌ

０
０

２
１

日
Ｕ
、
凶
興
Ｒ
獅
江
笛
創

、

銭
１
１

・
’
１
１
Ｊ

3Ｄ
｡●｡

ｊＬｌＷ
０

０
２

１

日
い
、
出
典
Ｒ
印
逵
国
創

Ｌ、、
Ａ１Ａ２Ａ．Ａ４Ａ５ｍＥ１Ｆ１
Ａ６Ａ７ＡＢ

上璽生料による昼灯弦收片のIam

塗料月１塗膜付藩力（下塗り塗料：さび画i塗料Ａ）

記号は左から０，３カ月，６カ月のI順

図５

ＯＣ１Ｃ２Ｃ３Ｃ４Ｃ５Ｄ１Ｅ１Ｆ１
ＣＢＣ７Ｃ８

上伍堕叫による圦箆試験片の佃孤

塗料別塗膜付碕力（下塗り塗料：さびi団塗料c）

記号は左から０，３カ月，６カ月の噸

図９1０

樫
５

牛
1０

斯腰津■
ぬ両浄妬

比較艶便

。
△
ロ 面⑥ＧＯＯ

Ⅱ

５
世A１Ａ２Ａ．Ａ４Ａ５、１Ｅ１Ｆ１ 何

質
問

廸
趣
塗

梗
国
皎

研
朋
比

。
△
ロ

Ａ６Ａ７Ａ８
上堕廸叫による呂面陵收片の■回

図６塗料:Ｉ碁盤目試験結果（下塗り塗料：さび面塗

料Ａ）から０，３カ月６カ月の順

ロ
Ｃ１ＣＺＣ。Ｃ４Ｃ５Ｄ１Ｅ１Ｆ１
ＣＯＣ７Ｃ日

上■迫料による■ｎ銭8,片の■ＲＨ

図１０塗料別碁盤目!式験結果（下塗り塗料：さび面塗

料C）記号は左から０，３カ月，６カ月の順
３０ 碗

洩
笛

塗
堕
塗

仮
面
佼

鯛
陪
比

。
△
ロ

日
。
、
出
塁
Ｒ
榊
迺
笛
剥

2０
○さび面塗料Ａ

新板塗装試験片の付蒋力は上塗り塗料の違いによら
ず20kg／cnl前後であり，暴魔期間経過にともない，付
着力が低下する傾向にある。しかし，さび面塗装では
初期値から大幅に低く，時間経過とともにさらに若干
低下することが分かる。碁盤目試験ではこの傾向はさ
らに明確で，新板塗装では６カ月暴露後も大部分が

評点10であるにもかかわらず，さび面塗装では初期値
ですでに，フルタ酸，塩化ゴム．エポキシ系３種類と
も評点がＯとなっている。

、

ｒ
１
ｌ

○
１
１
１
Ｊ

．
Ｌ

Ｊ
Ⅱ
Ⅱ
１

妙
１
１
１
や1０

０
Ｂ１Ｂ２Ｂ１ＢＧＢ５、１Ｅ１Ｆ１
ＢＧＢ７ＢＧ

上塗塑解による■、ｴ｣n片のｕ団

図７塗料月Ｉ塗膜付藩力（下塗り塗料：さび圃J塗料B）
記号は左から０．３カ月，６カ月の噸
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験片の内の１枚について試験を行った。○さび面塗料Ｂ

新板塗装の場合の付着力がさび面塗料Ａの場合より

は低下しているものの，さび面塗装試験片の値が新板

に比べて大幅に低下するという傾向は見られず，むし

ろ新板塗装とさび面塗装とでⅢ大きな差が無いといえ

よう。Ｂ２とＢ４の３カ月暴麟試験片の付着力が大幅

に低下しているのは，引張試験治具との接着が不十分

で，塗膜の一部しか取れなかったことによる。アクリ

ル系塗料との付着力が弱くⅢ碁盤目試験でも適合性が

悪いことが分かる。フタル酸系塗料との適合性も弱い

ようである。

○さび面塗料Ｃ

塩化ゴム系塗料およびアクリル系雛料との適合性が

惑いようであるが，フタル酸およびエポキシ系塗料に

対しては，新板，さびuiiともに他の２版類のさびihi繊

料よりも高い値を示している。

○比較塗装

一般標準塗装，油性さび止めおよび無機ゾンクリッ

チ系の３種類の塗装系はⅢ初期値，３カ月時では付着

力の面では際だった性能は示していない。一般標準塗

装，油性さび止めの３カ月暴露の付着力が上昇してい

るのは，実験条件によるものか塗膜の性質によるもの

か判然としなかったが，６カ月後には碁盤目試験結果，

付着力とも強くなっていることがわかる。この結果か

らみると，この２種の塗装系は，塗装後に時間経過と

ともに塗膜特性が向上することがうかがえる。

表１３．１耐衝撃性（塗料Ａ）

表１３．２耐衝撃性（塗料B）

３．５塗膜の耐衝撃性

ＪＩＳＫ５４００:6.13「耐衝撃性の試験方法」に従い,

先端に直径25.411mの鋼球をつけた質麗3009のおもりを，

40cmの高さから塗面に落としⅢ塗面の損傷を調べた。

同試験注の判定方法は，３枚の試験片のうちの２枚以

上についてⅢおもりの先端の衝撃による塗膜の割れま

たは，はがれを認めないときは綱おもりの衝撃で割れ

およびはがれができない"とするとなっているが，今

回の暴露試験では，試験片を各２枚ずつしか準備して

おらず，JISに規定された判定はできない。したがっ

て，日本鋼構造協会・さび面塗料研究班報告第２報3）

の判定方法を引用する。すなわち塗面が凹みのみのも

のは○（健全），とし以下△（部分的にはく離または

割れがある），Ｘ（ほぼ全面にはく離または全方向に

割れがある）と大きく３段階に評価した。その結果を

表13.1～４に示す。なお初期値は保存用の２枚の試

Ａ１－－１

Ａ２－．２

Ａ３－１

Ａ３－．２

Ａ４－１

Ａ４－２

Ａ５－１

Ａ５－２

Ａ６－１

Ａ６－２

初期値

×

×

×

×

△

×

３カ月

ｏ

ｘ

ｏ

○

○

。

。

△

×

○

○

○

6カ月

Ｘ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

○

△

△

△

(）

○

Ａ７－１ × △ ○

Ａ７－２ △ △

Ａ８－１ × × 。

Ａ８－２ △ ○

初期値 ３カ月 ６カ月

Ｂ１－１ △ △ ○

Ｂ１－２ × △

Ｂ２－１

Ｂ２－２

Ｘ

×

×

×

△

△

Ｂ３‐-１ × △ ○

Ｂ３－２ × ０

Ｂ４－１ Ｘ △ ○

８４－２ △ △

Ｂ５－１ Ｘ × ○

Ｂ５－２ × △

Ｂ６－１ × △ ○

Ｂ６－２ × × △

Ｂ７－１ × ○ ○

Ｂ７－２ × ○

Ｂ８－１ Ｘ △ ×

Ｂ８－２ ○ ○
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賛として最も多額の経費が支出されている表面塗装に

ついて，再塗装時の塗装下地処理の工程を，極力少な

くする目的で開発，市販されているさび面塗料の性能

試験と，金属紫材の腐食特性を調べることにより，沖

縄県における金風腐食・防食の問題点を再確鰯するた

めに開始したものである。表面塗装は，石油関係，電

力関係などいわゆる大型プラント産業では，関係企業

が各社独自に実験・研究を行っている。本研究は腐食

防食に対して，関心の深い沖縄県内の関連企業との共

同研究等への進展にも結びつけていきたいとの側面的

意図も有している。調査期間を５カ年と設定した屋外

大気暴鰯試験の第１報として，３カ月および６カ月暴

露によって得られた結果を以下にまとめる。

１）金属素材の腐食状況については，ＳＳ４１ｓＰＣＤお

よびSPA-IIとも．３カ月および６カ月暴露の時

点では，同様の外観を呈し腐食減量も10ｍｇ／100

㎡／day前後と明確な差は現れていない。

２）亜鉛めっき鋼板は，亜鉛の酸化により鋼板とは逆

に重蹴増加を示している。この増加割合は鬮気亜鉛

めっき鉄板に比べ，溶融亜鉛めっき鋼板の方が50％

程度多い。

３）塗装試験片の外観については，新板塗装，さび面

塗装とも変化が認められない。新板塗装試験片の塗

膜付着力は３種のさび面塗料とも，概ね良好な結果

を示した。さび面塗装試験片の塗膜付着力について

は，塗膜のはく離も含めて，１年暴露結果を報告す

る時点で詳細に検討する。

４）碁盤目試験と塗膜付着力試験の結果とは概ね対応

しているが，上塗り塗料と下塗り塗料との間に不適

合がある場合（例えばさび面塗料ｃと塩化ゴム系お

よびアクリル系塗料）には，異なった結果となった。

５）落重試験による塗膜の衝撃性は，全体に初期値が

悪く，６カ月暴露までの範囲では，暴露期間が経過

するにつれて良くなっている。

表１３．３耐衝撃性（塗料Ｃ）

、
’
Ｊ

Ｆ
Ｌ

「、

Ｌ」

「、

Ｌ」

表13.4耐衝撃性（標準、比較塗装）

初期値が大部分ｘとなっているのは，塗膜自体およ

び塗膜と板との付着性が弱いことを示していると考え

られる。３カ月，６カ月暴露後の耐衝撃性は．３種と

も同様に向上しており，とくにC塗料では，３カ月暴

露で，×が１枚だけ，６カ月暴露で△が１枚だけで残

りはすべて○であった。また一般標漁蟻装および比較

塗装も問題ないようである。
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４．まとめ

金属腐食と防食の問題は古くから研究され，しかも

常に新しい研究対象として取り上げられている。高温

多湿で，多くの島々から成る沖縄県においては，特に

重要な研究テーマの一つである。木報告は，腐食対策
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